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研究成果の概要（和文）：音の大きさの評価には男女差が存在する要因として，(1)言葉による音の大きさの判
断基準の男女差と(2)音圧と感覚量の対応関係 (ラウドネス) における男女差，(3)文化的背景の影響の3点に着
目して検討を続けてきた。(2)および(3)の要因に着目した実験から，いずれの影響も明確ではないことが分かっ
た。(1)および(2)に関してより検討を深めるために，評価条件を変更し実験を行ったが，(2)の音圧と感覚量の
対応関係における男女差は明確ではなかった。これらのことから， (1)の言葉による音の大きさの判断基準の男
女差が音の大きさの評価における男女差が生じる要因として強く影響する可能性がある。

研究成果の概要（英文）：We have been studying three factors that might affect the gender differences
 in the perceived loudness of sound: (1) gender differences in verbal criteria on loudness 
evaluation, (2) gender differences in the relationship between sound pressure and sensory quantity 
(loudness), and (3) the influence of cultural background. Experiments focusing on factors (2) and 
(3) revealed that none of the effects were clear. In order to further investigate the effect of 
factor (1) and (2), we conducted experiments under different evaluation conditions. As a result, we 
found that there was no clear difference between males and females in the relationship between sound
 pressure and sensory quantity in the factor (2). These results suggest that the gender difference 
in the factor (1), the criterion for judging the loudness using verbal expression, may be strongly 
affect to the gender difference in the evaluation of loudness.

研究分野： 音響心理学

キーワード： 男女差　ラウドネス　音の大きさ　文化的背景

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
人間の聴覚メカニズムや文化的背景の影響も含めた検討から，音の大きさの評価における男女差は，「言葉によ
る音の大きさの判断基準の男女差」が強く影響する可能性が示唆された。「言葉による評価」という脳のより高
次な処理における男女差については，これまでの検討では明らかにできていない。この点に関して今後も調査を
続けることで，音の大きさの評価において男女差が生じる要因の解明に近づくことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまでは音の大きさを評価には男女差が存在し，男性の方が同じ音量の音を女性

よりも「小さい」と感じることを明らかにした。音の大きさの評価に男女差が生じる要因の検討

を進め，仮設として「音の大きさの評価における男女差には，音の刺激強度と感覚量の対応関係

における男女差が影響する」と考えた。しかし，この仮説に対する確証はまだ得られていない 

[問 1]。さらに，過去の研究では音の刺激強度と感覚量の対応関係における男女差は中国人の場

合にのみ認められ，日本人の場合には認められていない。そのため，音の刺激強度と感覚量の対

応関係における男女差が中国人にだけ認められるものであるのか，日本人以外には共通して認

められるものであるかの「文化的背景の影響の有無」が明らかではない [問 2]。 
 
２．研究の目的 
 「音の大きさの評価における男女差には，音の刺激強度と感覚量の対応関係における男女差が

影響する」という仮説 [問 1] に対して確証を得る。さらに，音の刺激強度と感覚量の対応関係

における男女差に対する文化的背景の影響の有無 [問 2] を明らかにすることが本研究の目的で

ある。これにより，人間が音を知覚するメカニズムを男女，文化的背景などの側面を含めて解明

し，音による公共空間デザインである「音環境デザイン」 によって性別や文化的背景のボーダ

ーを超えたより快適な環境の提供を実現するために必要となる基礎的知見を得る。 

 
３．研究の方法 
「文化的背景の影響の調査」と「音の刺激強度と感覚量の対応関係における男女差の調査」の研

究フェーズを設け，実行する。各フェーズでは，以下の実験を行う。 

(1) 文化的背景の影響の調査 

① 日本人を被験者として実験条件を細かく設定した実験 

■実験 1: 音の大きさを自由な数値や音量で設定する実験 (ME 法，MP 法) 

② 日本人，中国人以外として，マレーシア人を被験者とした実験 

■実験 1: 音の大きさを自由な数値や音量で設定する実験 (ME 法，MP 法) 

■実験 2: 音の大きさを「大きい」「小さい」という言葉で評価する実験 (SD 法，調整法) 
 

ここで行う ME 法とは，マグニチュード推定法 (Method of Magnitude Estimation) のことである。

この実験方法では，呈示された音刺激に対して，感じた音の大きさ (感覚量) を自由な数値で回

答する。MP 法は，マグニチュード産出法 (Method of Magnitude Production) であり，基準音に対

して 1/2 倍や 2 倍と感じられる大きさ (感覚量) になるよう調整音の音量を調整する。 
 
(2) 音の刺激強度と感覚量の対応関係における男女差の調査 
感覚量は刺激強度のべき乗に比例するというスティーブンスのべき法則 (式 1) を用いて音の

刺激強度と感覚量の対応関係を表す α の値を推定できる。本研究では式 1 の刺激強度 S は音の

音圧を，感覚量 P は被験者の回答した音の大きさを表す数値もしくは調整した音量の条件 (半

分，1/2 など) となる。 

                                 𝑆 = 𝑘𝑃!  (k, α は定数)                     (式 1) 

この α の値に男女差が認められ，女性の方が男性の α よりも有意に大きければ，中国人を被験

者とした場合と同様に同じ音量変化に対する音の大きさの評価の変化は男性よりも女性の大き

いことを意味する。このことから，(1)文化的背景の影響の調査で実施する①および②の実験 1 で

得られる結果に対し，この α の値における男女差の有無を検討することで，音の刺激強度と感覚



量の対応関係における男女差が存在するかどうかを明らかにする。 
 
４．研究成果 

(1) 文化的背景の影響の調査 

① 日本人を被験者として実験条件を細かく設定した実験 

■実験 1: 音の大きさを自由な数値や音量で設定する実験 (ME 法，MP 法) 

・ME 法を用いた実験 

 過去の研究の結果から，本実験では回答する数値の範囲を，下限は 0 より大きい値，上限は 20

とした。各音圧レベルの刺激に対して回答される数値は

被験者によって異なることから，図 1 には男女別の幾

何平均評価値を示している。三元配置の分散分析の結

果，呈示音圧レベル，刺激の種類，性別の主効果がそれ

ぞれ認められた。交互作用はいずれの変量間にも認めら

れなかった。性別の主効果が認められたことから，男女

の評価値の間には差があると言える。 

 

・MP 法を用いた実験 

過去の研究では，基準音の音圧レベルは別途調整した男女が「これ以上だと大きい」と感じる

音圧レベルと「これ以下だと小さい」と感じる音圧レベルの平均値の 1 条件のみとしていた。本

実験では基準音をこれ以上だと大きい」と感じる音

圧レベルと「これ以下だと小さい」と感じる音圧レ

ベルの平均値である 45.7 dB (平均条件)，平均値の

+10 dB である 55.7 dB  (+10 dB 条件)，平均値の−10 

dB である 35.7 dB (−10 dB 条件) の 3 条件とした。

代表して，平均条件の実験結果を図 2 に示す。いず

れの条件においても明確な男女差は見られず統計

的にも有意差は認められなかった。 

② 日本人，中国人以外として，マレーシア人を被験者とした実験 

音の大きさの評価に対する文化的背景の影響を調査するために，これまでの研究で対象とし

た日本，中国以外の文化圏であるマレーシア人を対象とした実験を行った。 

■実験 1: 音の大きさを自由な数値や音量で設定する実験 (ME 法，MP 法) 

・ME 法を用いた実験 

 ①で実施した日本人を対象とした実験とは異なり，マレーシア人を対象とした ME 法実験で

は，回答する数値に上限を設けなかった。図 3 に

各音圧レベルの刺激に対する男女別の幾何平均

評価値を示す。女性のほうが男性よりも大きな値

を回答する傾向にあることが分かる。その一方

で，最も低い音圧レベルの刺激に対する評価値と

最も高い音圧レベルの刺激に対する評価値の比

率は，女性よりも男性のほうが大きい傾向にあ

った (男性: 10.1，女性: 6.6)。 

図 1: ME 法の実験結果 (日本人被験者) 

図 3: マレーシア人被験者の ME 法実験結果 
 

図 2: 平均条件における男女の 
平均音圧レベルと標準偏差 



・MP 法を用いた実験 

 マレーシア人を対象とした MP 法実験では，音圧レベルの基準値は「これ以上だと大きい」と

感じられる音圧レベルと，「これ以下だと小さい」と感じられる音圧レベルの平均値の 1 条件 (平

均条件) のみとした。音圧レベルの基準値は

47.3 dB である。この基準値に対して，「1/2 倍

の大きさに感じる」「2 倍の大きさに感じる」

音圧レベルになるよう調整音の音圧レベルを

被験者に調整させた。 

各調整条件において調整された音圧レベル

を男女別に 4 に示す。いずれの調整条件でも，

男女が調整した音圧レベルの間に大きな差は

見られず，統計的にも有意な差は認められな

かった。 

 

■実験 2: 音の大きさを「大きい」「小さい」という言葉で評価する実験 (SD 法，調整法) 

・SD 法を用いた実験 

 この実験では，呈示された音刺激の大きさを「非常に大きい (評価値 7)」 から「非常に小さ

い (評価値 1)」 までの 7段階で被験者に評価させた。男女別の評価結果を図 6 に示す。女性の

ほうがすべての音圧レベルにおいて，男性よりも評価値が大きく，同じ音圧レベルの音をより

「大きい」と評価していることが分かる。得られた結果に対して，呈示音圧レベル，刺激の種類 

(1/3 オクターブバンドノイズの各中心周波数と

ピンクノイズ)，性別を変量とした三元配置の分

散分析を行った。その結果，呈示音圧レベル，刺

激の種類，性別の主効果がそれぞれ認められた。

性別の主効果が認められたことから，男女の評価

値に差があり，女性のほうが男性よりも同じ音圧

レベルの音をより「大きい」と評価していると言

える。 

 

・調整法を用いた実験 

 マレーシア人の被験者に対し，「これ以上だと大きいと感じる」音圧レベルと，「これ以下だと

小さいと感じる」音圧レベルをそれぞれ自由

に調整させた。実験の結果を男女別に図 6 に

示す。「これ以下だと小さいと感じる」音圧レ

ベルに男女間で大きな差は見られないが，「こ

れ以上だと大きいと感じる」音圧レベルは，

男性のほうが女性よりも 14 dB 高く設定して

いる。この差は統計的にも有意であり，「これ

以上だと大きい」と感じる音圧レベルに男女

差が存在することが示された。 

 

 

図 4: マレーシア人被験者の MP 法実験結果 
 

図 5: マレーシア人被験者の SD 法実験結果 
 

図 6: マレーシア人被験者の調整法実験結果 
 



(2) 音の刺激強度と感覚量の対応関係における男女差の調査 
これまで述べてきた(1)文化的背景の影響の調査の①および②で行った実験 1 の ME 法，MP 法

の結果から，スティーブンスのべき法則におけるべき指数 α の値を求めることで，音の刺激強度

と感覚量の対応関係に男女差があるかどうかを明らかにする。 

 

① 日本人を被験者として実験条件を細かく設定した実験 

・ME 法を用いた実験 

実験結果から求められたスティーブンスのべき法則におけるべき指数 α の値を，男女別に表 1

に示す。女性の方が α の値が男性よりも大きな傾向にあるが，マンホイットニーの U 検定およ

び t 検定の結果，いずれの音刺激においてもべき指数 α 有意な男女差は認められなかった。 
 

・MP 法を用いた実験 

  各基準音条件 (平均条件，+10 dB 条件，−10 dB 条件) の結果から，べき指数 α の値を男女

別に求めた。その結果を表 2 に示す。基準音条件や調整条件によって，べき指数 α は男性のほう

が大きい場合や，女性のほうが大きい場合がある。ME 法の場合と同様に，いずれの条件におい

ても男女のべき指数 α に有意な差は認められなかった。 

 

表 1: 日本人被験者の ME 法を用いた 
実験結果から得た男女別のべき指数 α の 

平均値 (カッコ内の数値は標準偏差) 

  
 

 

 

② 日本人，中国人以外として，マレーシア人を被験者とした実験 

・ME 法を用いた実験 

 マレーシア人を対象とした実験では，べき指数 α の値を平均した場合，標準偏差がおよそ 0.7

と大きいため，平均値ではなく中央値を求めた。音刺激の種類に関わらず女性の α の値が大きい

傾向にあるが，その差はわずかである。マンホイットニーの U 検定の結果，いずれの音刺激に

おいても男女のべき指数 α には有意差が認められず，男女で差があるとは言えなかった。 

 

・MP 法を用いた実験 

  ME 法と同様に，べき指数 α の値を求め，中央値を算出した。1/2 倍の調整条件で男性のべ

き指数 α の値が女性のおよそ 2 倍になったが，統計的な有意差は認められなかった。このこと

から，MP 法の実験においても，α の値に男女差があるとは言えないことが分かった。 

中心周波数/ 

ノイズの種類 
男性平均 女性平均 

125 Hz 0.69 (0.30) 0.72 (0.22) 

250 Hz 0.47 (0.21) 0.53 (0.12) 

500 Hz 0.54 (0.33) 0.60 (0.20) 

1000 Hz 0.53 (0.28) 0.57 (0.20) 

2000 Hz 0.50 (0.22) 0.60 (0.19) 

4000 Hz 0.47 (0.20) 0.52 (0.18) 

8000 Hz 0.46 (0.21) 0.62 (0.49) 

ピンクノイズ 0.44 (0.18) 0.51 (0.14) 

基準音条件 調整条件 男性平均 女性平均 

−10 dB 条件 

(35.7 dB) 

1/2 倍 1.58 (0.47) 1.70 (0.66) 

2 倍 0.53 (0.13) 0.54 (0.15) 

平均条件 

(45.7 dB) 

1/2 倍 1.32 (0.40) 1.13 (0.40) 

2 倍 0.59 (0.17) 0.60 (0.16) 

+10 dB 条件 

(55.7 dB) 

1/2 倍 1.14 (0.36) 1.11 (0.47) 

2 倍 0.70 (0.21) 0.73 (0.21) 

表 2: 日本人被験者の MP 法を用いた実験結果

から得た男女別のべき指数 α の平均値 

(カッコ内の数値は標準偏差) 
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